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資　料

特別支援学校 （聴覚障害）の 英語指導に お け る困難点と指導上 の 工 夫

金 恩河 ・四 日市 章

　特別支援学校 （聴覚障害）にお ける英語指導の 実施環境 と指導上の 困難点 ・工 夫に

つ い て 明 らか にす るた め 、 英語担当教員 を対象 と して質問紙に よ る全 国調査 を行 い 、

中学部で は59校 （69％）、 高等 部で は46校 （71％）か ら回答 を得た 。 その 結果 、 外 国

人講師の 導入増加、手話を中心 に口話や筆談等を併用 した指導の実施が 明 らか とな っ

た 。 指導内容 を 「音声」、 「文字 ・符号」、「単語」、「文法」、「そ の 他」に分けた時、指

導困難 とされた の は 「音声」、次 い で 「文法」で あっ た。「文法」の 中で 、中 ・高等部

の 教員が 共通 して指導困難 と感 じて い た の は 「関係代名詞」、「分詞」、「受け身」で あ

っ た。指導上 の工夫に つ い ては、生徒 の 能力や学習教材 に応 じて 、様 々 な指導上 の 工

夫が行 われて い る こ とが明 らか とな っ た 。 指導経験と指導困難さ の 関係で は 、 指導1

年目は困難さ を感 じに くい こ とが推察 された 。

キ
ー ・

ワ
ー ド　聴覚障害　英語指導　指導上 の 困難　指導 の 工夫

1．問題 と目的

　近年の 国際化 の 流れの 中で 、 英語教育の 重要

性が ます ます高 まっ て い る 。 それ に伴 い
、 特別

支援 学校 （聴覚障害） （以下 、聾学 校 とす る ）

で の 英語教育 も重要視さ れて きて い る 。 また 、

聴覚障害者の 高等教育機関へ の 進学率が増加 し

て い る こ と、欠格条項 の 見直しに よる職業選択

の 幅が広 が っ て い る こ とな どか ら、学校で の 英

語教育が進学や職業の 選択 にと っ て よ り重要と

な っ て い る 。 こ うした社会情勢 を踏 まえる と、

聴覚障害者にお い て も、大学進学や、よ り専門

性の 高 い 業務を行うた め に英語能力が必要 と さ

れよう。 また 、 聴覚障害者も海外に留学する機

会が増 えて きて お り、 自ら英語を学習 しよ うと

す る 意欲 も高 ま っ て い る と思 われ る （堀 谷 ，

2000；南村，2000；中野 ，
　2000）。

　聴覚障害生徒 の 英語能力 を高め る た め に は 、

筑波大学大学院人間総合科学研究科

聾学校が重要 な役割 を担 うこ とに な り、2000年

に は、聾学校の英語担当教員 を中心 とした聴覚

障害英語教育研究会が 設置され た 。 同年12月に

は 、 聴覚障害英語教育研 究会を始 め とした関係

者団体 の 働 きか けによ り、文部科学省認定実用

英語技能検定障害者 に関する審査方法特別措置

要綱が 策定 された 。 こ れに よ り、 聴覚 障害者が

実用英語技能検定 （以下 、 英検）を受験する際、

強音放送、リ ス ニ ン グ 問題をデ ィ ス プ レ イ に表

示 され る テ ロ ッ プの 読み取 りに代替す る こ と、

ス ピーキ ン グを筆談に代替する ことなどの特別

措 置が明確化 された （日本英語検定協会 ，
2011）。

この特別措置 に より、 聾学校生徒の 受験者や合

格者が 増加 し、英検の 受験 は 、 聴覚障害生徒 の

英語学習 の 明確 な動機づ けとなっ て い る 。 また 、

聾学校の 教員か らも、英検の 結果が進路指導の

際に大 きな助け とな っ て い る こ とが指摘 されて

い る （石川 ・鈴木 ・七條 ・地紙，2005）。

　文部科学省 は 、 平成 20年3月に小 ・中学校の

学習指導要領及び幼稚園教育要領 を、平成21年
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3月に 高等学校 と特別支援学校 の 学習指導要領

を改訂 した 。 それ に よ っ て 、通常学校に準ずる

教育 を行 う聾学校 におい て も、 小学部で は 、 外

国語活動が 導入され、中 ・高等部で は、英語 の

授業時数や学習語数が増加 した 。

　聾学校で の 英語教育に つ い て は 、 生 徒の 日本

語 と英語の 語彙力の 低 さ、文法の 理解不足 が指

摘 され る
一

方で 、 英語担 当教 員の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン方法の 工 夫、ア メ リ カ手話 （American

Sign　Language： 以 下、　 ASL ）の 活用方法な どの

検討が 指摘 され て い る （早川 ，
　2005；三 簾 2003；

田邊，2005；Quay，2005）。

　 また、聾学校 で の英語教育の 実態に つ い て 、

主 に 3つ の 調 査が 行わ れ た 。 川岡 （2001 ）が

1987年 に行 っ た全 国の 聾学校中学部の 英語担当

教員を対象 と した調査に よれ ば、ほ とん どの 学

校で は、 1 校あた りの 英語担当教員数は 1 〜 2

名で ある こ と、カ リキ ュ ラ ム で 規定 されて い る

教科書 を対応年度 より遅れて 使用 し、独 自の演

習や 、 手作 りの プリ ン ト等で 補っ て い た ことが

報告 さ れ た 。 また 、「音声」、 「文 字 ・符号」、

「単語」、「文法」指導に 関す る 困難点 と工 夫に

関する 自由記述回答に よれば、「音声」指導に

はあ ま り力を入れ て い ない こ と、「文字 ・符号」

指導で は、大文字 ・小文字等の 区別が つ か な い

こ と 、 「単 語」指導 に つ い て は、ス ペ リ ン グ の

定着が難 しい こ とや意味を分か らずただ覚えこ

む こ と、「文法」指導で は、英語と 日本語の 語

順 の 違い が 定着 しに くい こ と 、 助 動詞 ・疑 問

文 ・否定文の 応用が難 しい こ となどが挙 げ られ

た 。 指導上 の 工 夫 と して は、繰 り返 し練習させ

る こ と、た くさ ん の 例文 を提示する こ と、根気

よ く説明す る こ となどが挙げ られ て い た 。川 岡

に よる調査の 約 15年後に 行われ た松藤 （2002）

と田邊 ・相楽 （2003）の 調査 か ら、 1987年の 頃

と比 べ
、 英語指導 に対 し、 よ り力が入れ られて

い たこ とが示 されて い る 。 すなわち、学習指導

要領で 規定 され た時間 よ りも多く英語授業を行

っ て い る 学校があ っ た こ と、グ ル
ー

プ編成を行

い 生徒に効果的な英語指導を試み て い た こ とな

どが 報告された 。 さ らに、外国人講師が 授業を

行 う学校 も全国の 半分以上 を占め て お り、そ の

回数や指導内容が 課題 とし て あげ られ た 。

　 こ れ らの 研究か ら、 全 国の聾学校中学部 にお

ける 1980年代後半 と2000年代前半 の 英語教育の

実態に つ い て 、 英語担 当の 教員数 や授業時数 、

学級 の 編成 、 使用教材 などが明 らかに されて い

る。また、英語指導上 の 困難点や工 夫 に つ い て

も、 少 な い 情報で は あ るが、「音声」指導にあ

ま り力を入れ て い ない こ とや 「単語」、 「文法」

指導 におい て 定着が難 しい こ と、 それ に対 して

繰 り返 して 練習さ せ る こ とな どの 工 夫が 挙げ ら

れ た 。 しか し、こ れ らの 調査結果は、全国の 聾

学校の 中学部 を対象と した 調査 にと どま っ て お

り、高等部の 状況 に つ い て は 明 らか に され て い

な い 。 また、英語指導上 の 困難点 につ い て も、

「音声」、「文字 ・符号」、 「単語」、 「文法」指導

の 具体的な内容 に つ い て は 、 調査 されて お らず 、

指導上 の 工 夫に つ い て も反復練習 などが 挙げ ら

れ たが、それ ら の 方法に関する具体的な工 夫は

明 らかに なっ て い な い 。

　以上 の こ とを踏まえ、本研究 で は 、 調査対象

を 中学部か ら高等部 に まで 広げ 、 全国の 聾学校

の 英語教育の 実態 を明 らか にす る 。 さ らに、英

語指導にお ける中 ・高等学校学習指導要領解説

の 項 目を参考 に 、 具体的な指導 内容に対する困

難点及び それ に対す る配慮や工 夫 につ い て も明

らかにす る 。

皿．方　法

　 1．対象者及び手続き

　全国の 聾学校 90校の うち 、 中学部が設置 され

て い る学校 86校 、 高等部が設置 され て い る学校

65校の 英語担当教員 を対象 と し、郵送法 に よる

質問紙調査を実施 した。 回答に あたっ て は、聾

学校の 英語教育の 実態に つ い て 詳細な 回答を得

るため 、比 較的指導経験 の 長い 教員 1名 に回答

して もら うよ うに依頼 した 。

　 2 ．調査項 目

　調査項 目の 作 成の 際に は 、 川 岡 （2001）と 田

邊ら （2003）の 質問紙調査項 目と中 ・高等学校

学習指導要領解説の 項 目を参考に質問紙 の 原 案

一122一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

特別支援学校 （聴覚障害）の 英語指導に お け る 困難点 と指導上 の 工 夫

を作成 した 。 予備調査 と して 、 聾学校 における

英語指導経験の長 い 教員 6名及び聴覚障害生徒

の 英語教育を専門 とする 大学教員 1 名を対象

に 、 こ の 原案に対する意見を求め 、 こ れを基 に 、

本 調査 の 質問紙 を作成 した 。 調査項 目は 、 「フ

ェ イス シ
ー

ト」 2項目、「学校の 体制」 3項 目、

「英語授業の 状況」 3 項 目、「英語の 読む
・
書く

指導内容 に関す る指導上の 困難点」38か ら39項

目 （中学部38項 目、高等部39項 目）、「英語の 読

む ・書 く指導内容に関す る指導上 の 工 夫」 5 項

目 、 「英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 指導上 の

困難点及 び 工 夫」 1 項 目、 「英語教育の あ り方

や 指導上 の 心が け」 1 項 目、合計56か ら57項 目

を設定した 。 回答は 、 選択式及 び 自由記述式 と

した （Table　1）。

　 「英語の 読む ・書 く指導内容に関す る指導上

の 困難点」及び 厂英語 に よる コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 指導上の 困難点及び工 夫」の 項 目を 「音声」、

「文字 ・符号」、「単語」、「文法」、 「その 他」の

5 つ の カ テ ゴ リ に分けた 。 「音声」 の カ テ ゴ リ

は 「読 む」指導の み の カテ ゴ リに設定 した 。 各

カ テ ゴ リご とに具体的な指導内容の項 目を設定

し、それ ぞれの 項 目に対 して 、 指導上 の 困難さ

に つ い て 4 段階 で の 評価 を求め た （1 ： 指導可

能で ある、 2 ： ほぼ指導可能で ある、 3 ： やや 指

導困難で ある、 4 ： とて も指導困難で ある）。 さ

らに 、 こ れ らの 項目に 関 して、高等部教員 へ の

調査項 目に つ い て は 、 生徒 に よ っ て英語授業の

進度の 差が 中学部よ りも大 きい こ とを 想定 し、

2 つ の 能力群を対象に した 回答 を求め た。すな

わ ち、高等部に関 して は、学年相応の 能力の 生

徒 （以 下 、高等部対応群）及 び 、 学年相応の 能

力 に達 して い な い 生徒 （以下 、 高等部非対応群）

に対す る指導の 場合に分け て 、 最終的 に 中学部

群 、 高等部対応群、高等部非対応群 の 3つ の 群

を設定 し、それぞれ回答 を求 めた 。

　 3．分 析

　質問項 目ご とに 、欠損値 を除 い て集計 ・分析

を行 っ た 。指導上 の 困難さ に関す る 4段 階で の

評価の 平均値を求め、困難度 とした 。 困難度は、

指導困難な項 目と指導 しやす い 項 目の 特徴 を明

らか にす るた め 、 困難度の 平均2．5以上 の 項 目

（中
・
高対応群 で の 上位 10〜20％ が含 まれ る）

を指導困難な項目、困難度の 平均 1．5以 下 の 項

目 （中 ・高対応群 で の 下位 10〜20％が 含 まれ る）

を指導 しや す い 項 目と した 。

皿．結　果

　 1．回収状況

対象 とした聾学校中学部の 回答 は 86校の うち59

校 （69％）、高等 部 の 回答 は 65校 の うち46校

（71％ ）であ っ た 。

　 2．フ ェ イス シー トの 内容

　（1）聾学校で の 英語指導経験 ：教員の指導経

験 に つ い て は 、 中学部の 59名で は 1年が U 名、

2 年が 8 名、 3 年が 4名 、 4年が 5名 、 5年が

7 名 、 6 年が 3 名、 7 年が 5 名、 8 年が 3 名、

9 年が 2 名 、 10年 か ら20年未満が 6 名、20年以

上 が 5 名で あ っ た 。 高等部の 46名で は経験 1 年

が 4 名、 2 年が 3名、3年が 9 名 、 4 年が 4 名、

5 年が 4 名、 6 年が 5名、 7年が 4 名 、 9 年が

4 名、 10年か ら20年未満が 7名 、 20年以上が 2

名で あ っ た 。

　（2）担 当 して い る 学級数及び生徒数 ：中学部

で は、 1 名あた りの 教員が 2．7の 学級 を担 当し、

8．8名の 生徒 を指 導 して い た 。 また 、高等部で

は 3．7の学級 を持 ち 、 11．6名の 生 徒 を指導 して い

た。

　 3．学校の体制

　（1） 1 校 あた りの 学級数 ：中学部で は、 1 年

の 学級数が平均 1．6、 2 年で は 1．5、 3 年で は 1．5

で あ っ た 。 高等部で は 1 〜 3 年の 学級数が 2．0、

2．2、2．1で あ っ た 。

　（2） 1 校あた りの英語担当教員数 ；中学部で

は 3〜 4 名 の 割合が （54％）、高等部で は 3 〜 4

名以上 （74％ ）の割合が 最も多か っ た 。

　（3）外 国人講師の 状況 ：外国人 講師に よる授

業実施状況 につ い て は 、 中学部で は44校 （75％ ）

が行 っ て お り、そ の 内 、 月 1〜 2 回 （32％）行

っ て い る 学校 が 多か っ た 。 高 等部 で は 36 校

（78 ％ ） が 行 っ て お り、その 内 、 週 1 〜3回

（27％ ）行っ て い る学校が多か っ た 。
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Table　1　調査項目

項 目 内容

A，ご 自身 に つ い て 答 え て くだ さい 「
　 L 特 別 支援学 校 （聴覚 障 害） の 英 語教師 と して の 指導経験 を 書い て くだ さ い ，
　 2．担 当して い る学級数と 令生 徒数を記入 して くだ さい 。

B，学校 の 体制 につ い て答 えて くだ さい ．．
　 L　学校 全 体 の 英 語担 当の 教員 数 を記 入 し て くだ さい tt
　 2．学校全体の 学級数を記入 して くだ さい ．
　 3，外国 人講 師 の授 業 の 有 無 とそ の 頻度 に っ い て 記 入 し て くだ さい 、

C．担 当 され て い る 英語 の 授業 に つ い て 答 え て くだ さい 。　（複 数回 答 叮l
　 l．英 語 の 授 業 中に 用 い て い る コ ミ ュニ ケ ーシ H ン 方法 に O を 付 け て くだ さ い、，
　　　〔〔D筆 談、　   手話、　   指 文字、　   口 話 　、  キ ュ

ードス ピーチ 　、  そ の 他）

　　　1− 1．ア メ リカ 手話 〔Amuricati　 SLgn　 Languuge：ASL） を授業の 中で どの 程度使 っ て い ますか ？

　　　　 （  使 っ て い かい 、　   あ い さっ 程度 に 行 う、  指 気字 で ア ル フ ァ
ベ

ッ トを表す．　   その 他）

　 2．使 用 し て い る教科 書の 対 象学 年 とそ の 名 前．また教材 につ い て 記 入 して ください 。
　 3．授 業の 中で 用 い て い る す べ て の 提示 方法 に○ を付 けて くだ さい 。
　　　 （  黒板 ・ホ ワイ トボ

ー
ド、  ビデ オ ・DVD、  CD ・テ ーア 、  OHP、  ハ

1
ノ コ ン とプ ロ ジ ェッ ク タ ー、

　　　   実物投 影機、  絵 カ ー
ド、  字 カ ー．・

ド、  そ の 他）

D．英 語の 「読む」 と 「書 く亅指 導に お い て 指導上の 困難 さに っ い て 答えて くだ さい ．
　 （1 ： 指導可能、2 ；ほ ぼ指 導可能、3 ：や や指導が 困 難、4 ： とて も指導が 困難 〉

1，音声

2．文
‘
†：・符 号

D 単語 の 発 寶 に関す る指 導

3）文 の 区 切 り に 関す る指 導

5） ア ル フ ァ ベ ッ トの 読み ＃きに 閏す る 指 導 （※ ）

ti） 活字 体の 大 文字 ・小文 字の 使 い 分けに 関する指導

2〕発 欝記 号に 関す る指導

4） 語、句、文に お け る 基本的な強勢

D 終 止符、疑 問符．＝ン マ 、引 川符 な ど 基本 的 な 符 号の 使 い 分 け に 関す る指 導

3，単語

4．文法

5．そ の 他

8） 単語 の 綴 り に 関す る指 導

10）　i墓語 に 関 す るキ旨導

12） 主語 に よるbe動詞 の 使 い 分 け

14） 肯定
．
文か ら否定文 及び 疑 閤文への 変換

且6）命令文の 指導

18）動詞 の 時 制の 現在 （3人称単数等＞
20）動詞 の 時制 の 未 来

22） 動 詞の 時制 の 現在完 r形

24）受 け身 の 指導

9） 語 彙数 を増や す 指導
ll）慣 用 表現 に 関 す る 指導
i：1） b樹 丿詞 と ．一

般 動詞 の 使 い 分け

15） 文の 巾で主語
・
動 詞 を識 別す る指 導

17）　イ弋窄1 言言ヨa）1皆導
19） 動詞 の 時 制の 過去 の 指 導
21） 動 詞 の 時 制の 現在 進行 形 ・過去 進 行形

23）　動∫需司O）H芋南1亅び）i固去 完
．
r形 a）指導 （＊ ）

25） 現在 ・過 去分 詞の 形 容詞 的用 法の 指導
26）動詞 の 語 形 変化 に 関す る指 導 （原 形．過去 形、過去分詞 形 ）

・（※ ）は 中学 部の み 、
・1＞〜4 ） と39） の 項 目 は 「読む 1 指 導の み 該 当，

27）　tQ イぐ定詞 a）指 導

29）仮定法 の 指導 （＊ ）

31） 形 容詞 及 び 副詞 の 比 較 変化 の 指 導

33）　関係 副 詞 の 指 導（＊）

35）授 業が始 ま る時 の あい さ つ

37） パ ソ コ ン に よ る 文字入 力に関 す る指 導
39）英作文 に 闃する指導

4D ヘボ ン式 ロ
ー

マ 字 表記 〔※）

　 　　 　 （＊ ）は 高等部 の み の 項 目で あ る ．
　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 7＞、

28）　劃】名言司び ）ヂ旨導

3e） 助動 詞 に 関す る指 導

32）　嘆】係 イ弋峯言司a）†旨導

34 ） 文構 造 〔文 型）の 指 導

36｝ 辞書 の 引 き方に関 す る指 導
38） 自国 お よ び 外 国の 文化 に 関す る指 導

4e） 長 文読解に関す る指導

38） の 項 日は 「書 く」 指 導の み 該 当す る

E．　D の 各 カ テ ゴ リに つ い て 、指導上 の

．
L 夫点 に つ い て 答え て くだ さい 。

1．音 声

2．文 字

3．単語

4．文 法

5．そ の 他

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 （複数 回答 可 ）

（  カ タ カ タ表 記 を用 い る 、  指文 宇 をつ け なが ら発 音す る、  キュードサ イ ン を つ けな が ら 発音する、
  フ ォ ニ ッ ク ス を取 り 入れ る、  英語 と 日本語 の 発音の 違 い を説 明す る、  その 他）

（  ア ル フ ァ
ベ

ッ トの 歌で 覚 え させ る 、  体で ア ル フ ァ
ベ

ッ トを表 現す る、
  ア ル フ ァ ベ ッ トを 何度 も書 か せ る 、符 号   定期テ ス トに 必ず出題 す る、  そ の 他 〉

（  絵 カ ー
ドをみせ る、  教 科 書の 進 度 に 合わ せ て 単語 をま とめ た プ リ ン トを 作る、

  文 字カ ードを使 っ て 何度 も 声 に だ して練習 す る，  小テ ス トを する 、
  カ タ カ ナ の 言葉と結び つ け る、  身近 な もの を英語 であ らわす、
  ビ ン ゴ の よ うな ゲ

ー
ム を取 り入 れ る 、  英検に 挑戦させ て 語彙数 を増 や す、  その 他 ）

（  身近 な例 文 で 文法 を説 明す る、  基 本バ タ
ー

ン を覚 k．させ る 、  ロ
ー

ル プ レイ な ど で 覚 え させ る、
  文法 を 生徒 自身の 言 葉で ノ …トに ま と め させ る、  主語 と動詞 は 色分 け し て 区 別 す る よ うに す る 、
◎決 ま ・） た ワ ークを 何度 も繰 り返 して練 習 させ る、  そ の 他）
（  辞書は 一斉の 授業の 中で 引 くよ うにす る、  辞書 の 記 号や 仕組 み を時間を か け て 説明 す る 、
  あい さつ をASLで 表 現す る 、  英語 で 日記 を書 か せ る、  長 文は 5WlH に 焦点 を 当て て 読解 させ る 、
  英文 物語 な どの 原作や 邦訳本を紹介す る、  英文の 中でな じみ の ない 単語 を説 明す る、  そ の 他）

F．語 の コ ミ ュニ ケ
ー

シ ョ ン を 指導す る 時．指 導 内容、指導 上 の 困難 点 と工 夫に っ い て 書 い て くだ さい 。

G．特別 支援 学校 （聴覚 障害 ）の 英語 教 育の あ り方 な どに っ て い 、心 が け て い る こ とや お 考え が あ れ ば 書 い て くだ さい 。

一 124一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

特別支援学校 （聴覚 障害 ） の 英 語 指導 に お け る 困難点 と指導 ヒの 工 夫

　 4．英語授業の状況

　 （1）教科書の 使用状況 ：学年対応の 教科書を

使用する学校は 、 中学部で は 75％以上で あ っ た 。

高等部で は 、 英語 1 、 英語 ［ 、 Wrjting、　 Read−

ing、
　 Oral　communication の 教科書 を使用 して お

り、 高等部 1 年生 は英語 1 を、高等部 2 年生は

英語 llを中心 に、高等部3年生 は英 語 H を用 い

なが らWritingとReadingの 教科書を用 い て い る

とい う結果で あ っ た 。

　（2）英語授業で の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 方法 ：

中学部で は、手話の 使用が最 も多 く43％ を占め

て お り、口話 は 25 ％ 、 筆談は 21％ 、指文字 は

8 ％ 、キ ュ
ー ドス ピーチは 3％で あ っ た 。 高等

部 で も手話 の 使用が 42％ と最 も多 く、 口 話 は

27％ 、 筆談 は17％ 、 指文字 は 12％ 、キ ュ
ー ドス

ピー
チ は 2 ％を占め て い た 。

　ASL に つ い て は、英語に 対する興味 を高める

手段 と して 扱っ て い る こ とを前提 と し、 使用 の

有無 を調査 した 。 その 結果、中学部で は 「使用

して い る」学校が 30校 （44％）で あ り、そ の う

ち 「指文字で ア ル フ ァ ベ ッ トを表す」が 13校

（19％）、 「あ い さ つ 程度に行 う」が ll校 （16％）

で あ っ た 。 高等部で は 「使用 して い る」学校が

33校 （58％ ）で 、そ の うち 「指文字で ア ル フ ァ

ベ ッ トを表す」が 13校 （23％）、「あ い さつ 程 度

に行う」が 14校 （25％）で あ っ た 。

　（7）教材の 提示方法 ： 中学部で は 、 黒板及び

ホ ワ イ トボー ドの 使用 が 63％ で 半分以上 を占め

て い た 。 次に パ ソ コ ン とプ ロ ジ ェ ク ターが 13％ 、

拡大 コ ピーが 10％ で あ っ た 。 その 他 、 絵 カー ド

が 8 ％ 、 電子黒板が 4 ％ 、文字 カー ドが 2 ％ で

あ っ た 。 高等部で も黒板及 びホ ワ イ トボー ドの

使用が 62％で 半分以上 を占め て お り、次 に パ ソ

コ ン とプ ロ ジ ェ ク タ
ーが 17％ 、 文字カ

ー ドが

7 ％で あ っ た。そ の他 に拡大 コ ピーが 5 ％ 、絵

カ
ー ドが 5 ％ 、 CD ・テ

ープ 2％ 、 実物投影機

が 2％使用 され て い た 。

　 5 ．中学部 と高等部にお ける英語指導上 の 困

　　難点

　（1）「読む」指導にお ける指導困難な項 目 ：

英語の 「読む」指導にお ける指導困難な項 目に

つ い て 、困難度の 平均2．5以 上 を指導困難 な項

目と し 、 カ テ ゴ リ別に Table　2に示した 。

　中学部群 で は 、 「単語」 と 「文字 ・符号」で

の 該当項 目は なか っ た 。 「音声」 の 中で は 「発

音記号」、 「単語の 発音」、「基本的な強勢」 の 項

目が 困難で あ っ た 。 また 、 「文法」で は 「現 在

分詞 ・過去分詞の 形容詞的用法」、 「関係代名詞」

の 項目が 困難 であ っ た 。 「その 他」で は、「長文

読解」の 項目が 困難で あ っ た 。

　高等部対応群 は、「音声」、「その 他」で 困難

な項 目が あ り、「音声」で は 「発 音記号」、「単

語の 発音」、「基本的な強勢」の 項 目が 困難で あ

っ た 。 「そ の他」で は 「長文読解」の 項 目が 困

難で あ っ た。

　高等部非対応群 で は 、「文字
・符号」 を 除 く

す べ て の カ テ ゴ リ で 指導 困難 な項 目が み られ

た 。 「音声」で は 、 「発音記号」、「基本的な強勢」、

「文の 区切 り」、 「単語 の 発音」の 項目、「単語」

で は 、 「慣用表現」、「連語」、 「語彙数 を増や す

指導」 の 項 目で 困難で あ っ た 。 「文法」 で は 、

「仮定法」、「過去完了形」、「関係 副詞」、「現在

完了」等、大部分 の 項 目が 困難 で あ っ た 。 「そ

の 他」の カ テ ゴ リ で は 、「長文読解」 の 項 目が

困難で あっ た 。

　（2）「書 く」指 導に おける指導困難な項 目 ：

中学部群で は、「文法」カ テ ゴ リの み で 困難が

示され た 。 その 内容は 、「関係代 名詞」、 「文構

造 （文型）」、「現 在分詞 ・過去分詞の 形容詞 的

用 法」 の 項 目が該当 した 。

　高等部対応群で はす べ て の カ テ ゴ リ で 困難な

項 目は なか っ た 。

一方、高等部非対応群で は、

「文字 ・符号」 を除 く 3 つ の カ テ ゴ リで 困難 な

項 目が み られ た。「単語」の カ テ ゴ リで は、「慣

用表現」、「連語」、 「語彙数を増やす指導」、 「単

語 の 綴 り」 の 項 目が 困難で あ っ た 。 「文法」 で

は 、「仮定法」、 「関係 副詞」、「過去 完了形 」、

「受け身」等 、 大 部分の 項 目が 困難 で あ っ た 。

「そ の 他」で は 「英作文」の 項 目が 困難で あ っ

た 。

　 （3） 「読 む 」指導 に お ける 指導 しや す い 項

目 ： 「読む」指導 におけ る指導 しやすい 項 目と
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Table　2　 「読む」指導 に おけ る 指導困難な項 目

　学部

　 ＼

カ テ ゴ リ

中学部群 高等部対応群 高等部非対応群

項 日 項 目 項 目

音声

・発音記号 （3．18．0．82）
・単語 の 発 音 （2．74，0．84）
・基本的な強勢 （2．71，0．91）

・発音記号 （2．79，0．88）
・単語の 発音 （2．71，0．77）
・基本的な強勢 （2．66，0．88）

・発音記号 （3．50，0．83）
・
基 本的 な強勢 （3．06，0．95）

・文 の 区切 り （2．84，1．00）
・
単語 の 発音 （2，68，0．98）

文字 ・符号 な し なし なし

単語 な し なし

・慣用表現 （2．95，0．94）
・連語 （2．93，0．97）
・語彙数を増やす指導

　 （2．72，0．93）

文法

・現在分詞 ・過去分詞の形

容詞的用法 （2．58，085）
・
関係 代名詞 （2．53，0．83）

なし

・仮定法 （3．61，0．78）
・過去完 了形 （3．43，0．74）
・関係副詞 （3，42，0．83）
・現 在完了 （3．23，0，78）

その 他 ・長文読解 （2，51，0．89） ・長 文読解 （3．00，0．95） ・長文読解 （3．31，0．87）

　　　　　　　 （ ） 内は、（平均値 SD ）を示す．

平均 困難度2．5以上 で 得点の 高 い 順 に 4位まで 示 した．

して 、困難度の 平 均 1．5以下 の 項 目 を抽出 し

Table　3に示 した 。

　中学部群 で は 、 「文字 ・符号」、「そ の 他」の

カ テ ゴ リ で 指 導しや す い 項 目が み られた 。 「文

字 ・符号」 で は、「活字体の 大 文字 ・小文字の

使い 分け」、 「終止符、疑 問符、コ ン マ 、引用符

など基本的な符号 の使 い 分 け」で あ っ た 。 また

「そ の 他」の カ テ ゴ リで は 「授 業が 始ま る時の

あ い さつ 」の 項 目で あ っ た 。

　高等部対応 群で は 「文字 ・符号」、「文法」、

「その 他」 の カ テ ゴ リで指導 しやす い 項 目が示

された 。 「文字
・
符号」で は 、 中学部群 と同 じ

く 「活字体の 大文字 ・小文字の 使い 分け」、「終

止符 、 疑問符 、
コ ン マ 、 引用符な ど基本的な符

号の 使 い 分 け」の 項 目で あ っ た 。 「文法」で は 、

「主語 に よ るbe動詞の 使 い 分 け」の 項 目、 「そ の

他」 で は 、 「授 業が 始 まる時の あ い さ つ 」、 「辞

書の 引 き方」、「自国及び外国の 文化」、 「パ ソ コ

ン に よ る文字入力」の 項 目で あ っ た 。

　高等部非対応群で はすべ の カ テ ゴ リで 指導 し

や す い と判断され た項 目は なか っ た 。

　（4） 「書 く」 指 導 に お ける 指 導 しや す い 項

目 ：中学部 ・高等 部 と も 、 「文法」の カテ ゴ リ

で は、指導 しや す い と され た項 目は な か っ た 。

中学部群で は 「文字 ・符号」、「そ の 他」の カ テ

ゴ リ で み られ、項 目は 「読む」指導にお ける 指

導 しや す い 項 目と同 じであ っ た 。

　高等部対応群で も 、 「読む」指導の 指導しや

すい 項 目の 結果 とほ ぼ 同様 であ り、 項目の 順位

に は若干違 い が ある が 、 「文法」の カ テ ゴ リ を

除けば、「読む」指導で の 項 目と同 じで あっ た。

　高等部非対応群で は、す べ て の 項 目にお い て

指導 しや すい とされ た項 目は なか っ た 。

　（5） 「読む ・書 く」指導の 困難 さの 評価 にお

ける個人 差 ： 「読む ・書 く」それぞ れ の 指導の

困難さ に関する評価に お い て 、 各教員 ご と の 各

項目に対する評価点の 平均 と標準偏差 をもとに

分析 した と こ ろ 、 標準偏差 がO．5以下 と比較的
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Table 　3　「読 む」指導におけ る指 導の しやす い 項 目

　学部

　 ＼
、

カ テ ゴ リ

中学部群 高等部対応群 高等部非対応群

項 目 項 目 項目

音声 な し な し なし

文字 ・符号

・活字体 の 大文字 ・小 文字 の

使 い 分 け （1．34，0．54）
・終止符、疑問符、コ ン マ 、

引用符な ど基本的な符号の

使 い 分け （1．34，0．60）

・活 字体 の 大文字 ・
小文字 の 使

い 分け （1．17，0．38）
・終止符、疑問符、コ ン マ 、引

用符 な ど基本 的 な符号 の 使 い

分け （1．17，0．38）

なし

単語 な し なし な し

文法 な し

・主語に よるbe動詞の 使 い 分 け

　 （1．44，0．63＞
な し

そ の 他

・授業が 始ま る時の あ い さつ

　 （1．42，0．65）

・授業が始 まる時 の あ い さつ

　 （1．24．0．43）

・辞書の 引き方 （1．37ρ．58）
・自国お よび外国 の 文化

　 （1．38，0．49）
・パ ソ コ ン に よ る 文字入力

　 （1．38，0．65）

な し

　　　　 （ ）内 は、（平均値，SD ） を示す．

平均困難度1，5以下 の 項 目を 4位まで 示した．

ば らつ きの 小 さな項 目は 高等部対応群 の み で み

られ 、 困難度の 平均が 1．5以下 の 指導 しやす い

項 目 （「活字の 使 い 分け」「あ い さつ 」等） とほ

ぼ等 しか っ た 。

一方、標準偏差0，9以 上 の 比較

的ば らつ きの 大 きな項 目は 、 全学部群でみ られ 、

困難度 の 平均が 2．5以 一ヒの 指導困難 な カ テ ゴ リ

（「読 む」指導の 「文法」カ テ ゴ リ、書 く指導の

「文法」カ テ ゴ リ、「英作文」）で あ っ た 。

　 6．中学部と高等部 に おける英語指導上 の工

　　夫

　中学部と高等部 にお ける英語指導上 の 工 夫 に

つ い て 「音声」、 「文字 ・符号」、「単語」、「文法」、

「そ の 他」の 各 カ テ ゴ リで 、指導上 工 夫 し て い

る とされた項 目に つ い て、頻度の 高 い もの を中

心 に まとめ た もの をTable　4に示す 。

　 「音声」の カテ ゴ リに つ い て は 、 「カ タ カナ

表記を用 い る」が 、 中学部群、高等部対 応群、

高等部非対応群の 英語担当の 教員の 90％以上が

行 っ て い る とい う回 答で あ っ た 。 また、「指文

字をつ けなが ら発音する」は、中学部及び高等

部非対応群で は 70％以上で あ り、 高等部対応群

で も69％ で あ っ た 。

　 「文字 ・符号」 の カ テ ゴ リ に つ い て は、中学

部 群で 、「ア ル フ ァ ベ ッ トを何 度 も書か せ る」

が 91％ 、「定期テ ス トに必ず 出題す る」が 55％

で あっ た 。 高等部対応群で は 「ア ル フ ァ ベ ッ ト

を何度 も書かせ る」は 70％ 、 「定期テ ス トに 必

ず出題する」 が 33％で あ っ た。高等部非対応群

で は 「ア ル フ ァ ベ ッ トを何度 も書か せ る」が

59％ 、「定期テ ス トに必ず 出題す る 」 は36％ で

あ っ た 。

　 「単語」の カテ ゴ リに つ い て は 、 中学部群で

は 「小 テ ス トをする」が 84％で あ り、最 も多か

っ た 。 次に 「文字カ ー ドを使 っ て 何度 も声にだ

し て 練習する」（72％ ）、「カ タ カ ナの 言葉 と結

び つ ける」 （66％ ）で あ っ た 。 高等部対応群で
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Table　4　中学部と高等部における英語指導上の 工 夫

学
部

＼

カ
テ
ゴ
リ

中 学 部群
麟

働
高等 部対応群

蝋

駒
高等 部非対応群

臘

欄

音
声

  カ タ カ ナ 表記 を用 い る

  指文字 をつ け なが ら発音す

　 る

  英語 と日本語の 発 音の 違い

　 を説 明す る

n
＝5855

（95）

47（81）

29（5D）

  カ タ カナ 表 記 を用 い る

  指文字 を つ け なが ら発音す

　 る

  英語 と 日 本語の 発音 の 違 い

　 を説明す る

n ＝4541

（91）

31（69）

26（58）

  カ タ カナ 表記 を用 い る

  指 文字 をつ け なが ら発音す

　 る

  英 語 と 日本 語 の 発 音 の 違 い

　 を 説明す る

n ＝4543

（95＞

34（76｝

19（42）

文

芋　  ア ル フ ァ ベ ッ トを何度も書

簷　 かせ る

万
　　  定期 テ ス トに必 ず出 題す る

n ＝5550

（91）

30（55）

  ア ル フ ァ ベ
ッ トを何 度 も書

　 かせ る

  定期テ ス トに 必 ず出題 する

n
＝3323

（70）

ll（33）

  ア ル フ ァ ベ ッ トを何度 も書

　 か せ る

  定期 テ ス トに必ず出題す る

n
＝4426

（59）

16（36）

単
語

  小 テ ス トをす る

  文字 カ
ー

ドを使 っ て 何 度 も

　声 に だ して 練習 す る

  カ タ カ ナ の 言葉 と結び つ け

　 る

n ＝5849

（84）

42（72）

38（66）

  小テ ス トをす る

  英検 に 挑 戦 させ て 語彙数 を

　 増やす

  教科書 の 進度 に合 わ せ て 単

　 語 をま とめ た プ リ ン トを作

　 る

n ＝4440

（91）

31（70）

25 （57）

  小テ ス トをする

  カ タ カ ナ の 言葉 と結び つ け

　 る

  文 字 カ ードを使 っ て 何度 も

　声 に だ して 練 習す る

n ＝4535
（78）

29（64）

20（44）

文

法

  基 本パ ターン を覚え させ る

  身近な例文で 文法 を説 明す

　 る

  決 ま っ た ワ ーク を 何度 も繰

　 り返 して 練習 させ る

n ＝5953

（90＞
43 （73＞

35（59｝

  身近 な例 文で 文法を説明す

　 る

  基本パ タ
ーン を覚 えさせ る

  決 ま っ た ワ ーク を何 度 も繰

　 り返 して 練 習 させ る

n ＝4335

（81）

32（74）

18（42）

  基本パ ターン を覚 えさせ る

  身近 な例 文で 文 法を説明 す

　 る

  決まっ た ワ
ー

クを何 度 も繰

　 り返 して 練 習 させ る

n ≡4432

（71）

27（61）

19（43）

　　  英 文の 中 で な じみ の ない 単

　 　 　語 を説明 す る
そ
の 　  長 文 は 5WlH に焦点 を当
他
　　　て て 読解させ る

　　  辞書は
一

斉の 授 業の 中 で引

　 　 　 くよ うにす る

n ＝4219

（45）

18（43＞

15（36）

  英 文 の 中 で な じみ の ない 単

　 語 を説 明 す る

  辞書は
一

斉の 授業の 中 で 引

　 くよ うにする

  あい さつ をASL で 表現 する

n ＝3720

（54）

14（38）

13（35）

  辞 書 は
一

斉の 授 業の 中で 引

　 く よ うにす る

  英 文 の 中 で な じみ の ない 単

　語 を説明する

  あい さつ をASL で 表現す る

n ＝3820

（53）

17（45）

13（34）

各カ テ ゴ リご とに 総選択数 の 中で、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 n は総 数 を表す．

3割 以 上 の 選 択が あ っ た 項 目を示 した．

は、「小 テ ス トをす る」が 91％ を示 し最 も多 く、

次 に 「英検に挑 戦 させ て語 彙数 を増や す」が

70％で あ っ た 。 高等部非対応群で は 、 「小 テ ス

トをす る」が 78％ 、「カ タ カナの 言葉 と結 びつ

け る」が64％で あ っ た 。

　　「文法」の カテ ゴ リにつ い て は 、 中学部群 で

は 「基本 パ タ ー
ン を覚えさせ る」が90％で 最 も

多 く、次 に 「身 近 な例 文 で 文法 を 説明 す る 」

（73％）で あ っ た 。 高等部対応群で は 「身近 な

例文で文法を説明する」が 81％ で 最 も多 く。 次

い で 「基本 パ ターン を覚 え させ る」 （74％）で

あ っ た 。 高等部非対応群 で は 「基本 パ タ
ー

ン を

覚 えさせ る」が 71％ 、次が 「身近な例文で 文法

を説明する」（61％）で あ っ た 。

　 「その他」の カテ ゴ リに つ い ては、中学部群、

高等部対応群 と も、 最 も多か っ た回答は 「英文

の 中で な じみ の ない 単語 を説 明す る」で あ り、

そ れ ぞれ 45％ と54％で あ っ た 。 高等部非対応群

で は、「辞書は
一

斉の 授業の 中で 引 くよ うにす

る」が 最多の 53％ で あ っ た 。
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　 7．英語指導上の 困難 さと英語指導経験 との

　　関係

　本調査で は 、基本的に指導経験の 長 い 教員を

回答者と した が、回収資料で は指導経験 に広が

りも見 られた ため 、 英語の 指導上 の 困難 さ と數

員の 指導経験 と の 関係 に つ い て も検討 を行 っ

た 。 分析対象 とした項 目は 、 中 ・高等部 におい

て 共通 して指導が 困難で ある と判断され た もの

で あ り、 「音声 」 カ テ ゴ リの 「単 語 の 発 音」、

「発音記号」、「基本的な強勢」（全学部教員の 困

難度平均が 2．5以上 ）、 「文法 」 カ テ ゴ リの 「関

係代名詞」、 「現在 ・過去分詞の 形容詞 的用法」、

「受け身」（全学部教員の 困難度平均 が 2．0以上）

と した 。 また、教員 の 指導経験年数に つ い て は、

経験 1 年、経験 2 〜 4 年、経験 5 年以上 に分類

した 。 中学部担 当教員にお ける各経験段階 ご と

の 人数は、経験 1年が ll名 、 経験 2 〜 4 年が17

名、経験 5年以上が 31名 、 高等部対応群及び非

相応群担当教員で は、経験 1 年が 4名、経験 2
〜 4 年が 16名 、 経験 5 年以上 が 26名で あ っ た 。

　 「読 む」指導の み に含まれ る 「音声」カ テ ゴ

リの 「単語 の発音」 における 平均 困難度 と教員

の指導経験 との 関係 をFig．1に示 した 。　 Fig．1か

ら 、 経験 1年 目の 中学部群で は 困難が や や高 く、

他の 学部群 と異 な っ て い るが 、そ れ以外 の 学部

群 に つ い て は ほぼ等し く、 1 年目に比 べ 、 2 年

以上で 困難が高 くなる傾 向が み られ た 。 「発音

記号」、「基本的な強勢」 にお い て も、 こ れ と同

様 な傾向がみ られた。

　次に、「文法」カ テ ゴ リの 「関係代名詞」に

お ける平均 困難度と指導経験 と の 関係 に つ い

て 、「読む 」指導の 結果 をFig．2に 示した。高等

部対応群 ・非対応群で は 、 1年 目教員 で の 困難

度の 低 さがみ られたが 、 2 〜 4 年か ら 5 年以上

の経験者 にお い て は 、 困難度は若干下 が る よ う

な傾向もうか が われ た 。

一
方、中学部の 教員に

おい て は 、 経験 に よ る指導困難度 に違 い が み ら

れ なか っ た。また、 2 年 目以 降で は、各学部群

間の 困難度 に違 い がみ られ 、 高等部非対応群 、

中学部群 、 高等部対応群の 順 に困難度が低 くな

っ て い た 。 「文法」 カテ ゴ リの他 の 項 目にお い

て も、こ れ と同様 の 傾向がみ られ た 。

　 「書 く」指導の 困難疫と英語指導経験 との 関

係は 、 「読 む」指導に類似 した結果 であ っ た 。

N ．考　察

　本研究で は、全国の 聾学校にお ける英語教育

の 実態 、 指導上 の 困難点及び工 夫、英語担当教

員の 指導経験 と指導上 の 困難点 との 関係に つ い

て 検討 した 。 以下で は 、 その 結果の 中で 特徴的

なこ とが らに つ い て 考察す る 。

　 1．聾学校の体制 、英語教員、英語授業の状

　　況

　英語教育の 実態の うち、外国入講師に よる授

業に つ い て は 、 中学部 と高等部で 70％以 上 の 学

校で 行われ 、 先行研究の 調査 と比較する と 、 外
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国人講師を採用す る学校数や授業の 回数 は増加

し て い る こ とが分 か る （松藤，2002； 田邊 ら，

2003）。 また 、 自由記述か ら、聾学校特有の 課

題 と して 、外国人講師が 手話 を知 らない こ と 、

聴覚 障害生 徒の 発話 を聞 き取 りに くい こ とか

ら 、 両者間で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が取 りに く

い こ とが指摘 され て い た。また、段 階的に指導

す るための教材開発、外国人 講師と英語担 当教

員 と の 連携 な どが課 題 と して 挙 げ られて い た

が 、こ れ は通常学校で も指摘 される課題で ある

（松井 ・今井，2010）。

　教科書 の 使用状況、 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン方法

と教材の 提示方法にお い て は、聾学校 で の 指導

の 特徴 が現 れて い る と考え られ る。教 科書 は 、

中学部で は 75％以上が学年対応 の 教科書 を使用

して い たが、自由記述か ら、生 徒の 状態 に応 じ

て 用 い ら れ て お り、学年対応 の 教科書 を使用 し

て い て も実際 の 指導内容は学年対応で は ない 場

合が ある とい うこ とが指摘 された 。 したが っ て 、

教科書の 内容と生 徒の 英語力が必ず し も一
致 し

て い る とは い えない た め、学年対応の 教科書 を

用 い て どの よ うな内容を、ど の ように指導 して

い る の か をさらに詳細に調査する必要が あ る と

考え られ る 。 高等部で は英語 1 と英語 llの 教科

書 が多 く使用 されて い たが 、中学部の 教科書 を

使用 して い る と ころ もあ り、 幅広 い 能力の 生徒

へ の 対応が 必要 となっ て い る 。 従っ て、教科書

や 種 々 の 教 材の 利用 の 仕方を 工 夫す る な ど し

て、生徒 の 大 きな能力差 に柔軟に対応 す る こ と

が求め られて い る と考 えられ る 。

　 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン方法につ い て は 、 中学部

と高等部 と も、大 きな違 い は な く、 主 に手話 を

使用 し、口話や筆談、指文字を併用 して い る こ

とが 明らか となっ た 。 細か く見 る と、高等部で

は 中学部 よ り口話 と指文字の 使用割合が多 くな

り、 筆談の 割合が 低 くなる傾向が うかが われ た 。

これ は、 高等部で は 指導内容が増 え 、 指導す る

単語 も抽象的な もの が多 くな る ため 、 説明に時

間の かかる筆談よ り、口 話と指文字の 使用が 増

加するた め とも推測 される 。 ASL の 使用は高等

部の 方が 中学部よ りも多か っ た 。 自由記述にお

い て は 、中学部で は、英単語 をASL で 紹 介する

程度で指導して い る と い う、 紹介程度の 記述が

多か っ た 。

一
方 、 高等部で は、なん とか相手 に

会話が通 じる よ うにASL もまじえなが ら表現 し

て い る 、 とい うように 、
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン が

と りや す い ように使 われ て い る こ とが 分か っ

た 。

　教材 の 提示方法に つ い て は、中学部 と高等部

で は黒板 とホ ワ イ トボ ー ドが授業の 中心的な提

示方法で あ り、 次 い で パ ソ コ ン とプロ ジ ェ ク タ

ーが多 く使 われて い る こ とが 分か っ た 。

一
方 、

拡大 コ ピー
や絵 カー ドの 使用 は中学部の 方が多

か っ た 。 こ れ は 、中学部の 学習内容 は 、 高等部

の 学習内容 よ り具体的で あ り、文 も比較的短 い

ため、手軽 に利用 しやす い 絵カー ドや拡大 コ ピ

ー
が 用 い られ た の で は ない か と考 えられ る。こ

の よ うに、こ れ らの 視覚的教材 は 、 生徒に と っ

て確認 しやす く、 学習 内容 を効率よ く伝達する

こ とがで きる の で、広 く用 い て い る と考 えられ

る 。

　 2．中学部と高等部 における英語指導上の 困

　　難

　 （1）「読む」 指導に つ い て ： 「読む」指導に

つ い て は、中学部群 、 高等部対応群 ・非対応群

とも共通 して 「音声」 の カ テ ゴ リ、す なわ ち、

「発音記号」、「単語 の 発音」、「基本 的な強勢」

で 指導上 の 困難さが 示 され た 。 こ の 結果か ら、

英語授業に お い て 、 学年相応の 能力の 生徒 も学

年相応 の 能力 に達 して い な い 生徒 も共通 して 、

「音声」 に 関す る指導が 困難で ある こ とが 分か

る 。 川 岡 （2001）の 「生 徒が苦手 として い る内

容は何か」 とい う質問で も 「発音」が最 も苦手

と されて い た 。 「音声」に関する指導の 改善 は 、

聴覚 の 障害 とい うこ とか らも困難で あるが 、聴

覚障害生徒の 英語指導に は欠かせ ない 課題 と し

て残 され て い る 。

　また、「そ の 他」 の カテ ゴ リ の 「長文読解」

に つ い て も、中学部群 、 高等部対応群 ・非対応

群で共通 して 指導が困難で ある こ とが 明 らか に

な っ た 。 そ して、「長文読解」で は英文 で理解

した こ とを和 文に変 えて 表現する た め 、 日本語
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読解 能力 とも深 い 関連がある 。 聴覚障害生徒 は

日本語の 学習 に も困難 を伴 うこ とが 多 い た め 、

この項 目は特に指導 し難い 項 目で ある と考えら

れる 。

　 また、中学部群 で の 「文法」の 項目、特に 、

「関係代名詞」、 「現在 ・過去分詞の 形容 詞的用

法」 に 関する指導が 困難で あ る こ とが明 らか に

な っ た 。 高等部非対応 群 にお い て も 「単語」、

「文法」 の ほ ぼす べ て の 項 目で 指導上 の 困難 が

示 され た 。 こ れ らの 項 目は、中学部か ら高等部

まで 続 い て 指導す る項 目で あるが 、高等部に な

っ て 学年相応の 能力 を持 っ て い る生徒を指導す

る際も若干指導困難を感 じる項 目で あ り、長文

読解 は 、 学年相応の 能力の ある生徒に とっ て も

困難 とされる内容 で あ る こ とが 明 らか と な っ

た 。 文法能力 を基盤 とす る こ れ ら の 学習内容は 、

健聴な生徒に とっ て も学習 ・指導が困難な項 目

とされて い る。 松 井 ・吉田 （2005）が 私立高校

生 147名を対象と した調査結果で は、「もう
一度

授業し て ほ し い 内容」 として最 も回答頻度が 高

か っ た の は 「関係代名詞」、 次 に 「比較級 」、

「時制」、 「仮 定法」、「受け 身」の順 で あ っ た 。

したが っ て 、 通常学校の 生徒に とっ て もこ うい

っ た 文法 に 関する項 目、また、文法知識 を基盤

とする長文読解 に つ い て も学習が 不十分で ある

と感じ られ てお り、教員側 も指導が難 しい と感

じて い る項 目で あ る と考えられる 。 しか し、 通

常学校の生徒 を指導す る際の 困難 さ と聴覚障害

生徒指導す る際の 困難 さで は、関係する要因に

は相違が ある と考えられ る。そ の 要因 の 1 つ と

して考 え られる の は、 日本語の 文法力 と英語の

文法力 との 関係で ある 。 聴覚障害生徒の 日本語

と英語にお ける文型 、 名詞句 、 前置詞句、助詞

など の 理解 に 関する調査研究で は 、 日本語の 文

法力 と英語 の 文法力は相互依存的で ある こ とが

示 されて い る （三簾 ，
2011）。 本研 究で中学部 と

高等部で 共通 して 指導上 の 困難度が特に 高か っ

た 「関係 代名詞」、 「分詞」、 「受け 身」の 3項 目

の 理 解を深め る には 、 助詞や文型の 理解 も必 要

と される もの で あ り、こ れ らの 項 目を中心 に 日

本語の 文法の 理解 との 関係に つ い て詳細 に検討

する必要があろ う 。

　 （2） 「書 く」指導 に つ い て ； 「書 く」指導 に

つ い て も、中学部群で は 「文法」の カテ ゴ リの

中で 「関係代名詞」、 「現在 ・過去分詞の 形容詞

的用法」、 「文型」の 項 目で指導上の 困難さが を

示 され た 。 高等部対応群で は指導上 の 困難さ を

示 した項 目はなか っ たが 、高等部非対応群で は

「単語」 と 「文法」の ほほ すべ て の 項目で指導

上 の 困難 さが 示 され た 。 した が っ て、「書 く」

指導 におい て も、 「読 む」指導と同様の 傾 向が

ある こ とが分か っ た 。

　 しか し
一般的に は、「読 む」学習 よ りも 「書

く」学習の 方が 困難 度は高い と考え られ るが 、

本調査 の 結果で は、「読む」指導と 「書 く」指

導 との 困難度 に は大 きな違 い は見 られ なか っ

た 。 こ れ は、今回質問 した項 目で は 、 項 目の 内

容が大 まか で あ り、今後 さらに 詳細か つ 具体的

に検討する 必 要があ ろ う。 なお、今回 の 調査 で

は、「読 む」指導 と 「書 く」指導に お い て、高

等部対応群 と高等部非対応群の 結果 に大 きな差

が み られ た 。 こ れ は同一の 英語担 当教員が高等

部対応群 と高等部非対応群の 両 方に回答 した こ

とか ら、両群 を相対的に 回答 した可能性 があ り、

そ の た め両 群の 困難度に大 きな違い が 見 られ た

こ と も想定され る 。 両群 の 困難度の 差 に つ い て

は、生徒 の 英語能力と対応させ た検討が 必要 で

あろ う。

　（3）指導 の 困難 さ の 評価 に お ける 個人 差 ：

「読 む」指導 と 「書 く」 指導 における各指導項

目と、そ れ に対する困難度の 評定 との 関係に つ

い て は、対象とする生徒 に対 して、指導 しやす

い とい う判断 に つ い て は教員間 の ば らつ きが 小

さ く、 逆 に 、対象 とする生徒に対す る指導が 困

難な項 目に つ い て は困難度に対する評価で の、

教 員間の ば らつ きが 大 きい こ とが明 らか とな っ

た 。 こ の ば らつ きの 要因の 1 つ として生徒の 能

力 の 個人差が 基本的 に大 きい こ と、特 に困難度

の 高 い 項 目に つ い て は生徒の 個人 差が さ らに大

きく反 映 され る こ とか ら、評価にお けるば らつ

きが い っ そう大 きくなると推察され る 。
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　 3．中学部 と高等部 における英語指導上の 工

　　夫

　指 導上 の 困難 さ に対す る 工 夫 に つ い て は 、

「音声」 と 「文字 ・符号」 の カ テ ゴ リで は 、
い

ずれ の 学部群で も類似 した項 目が示 された 。 特

に 「文字 ・符号」の カ テ ゴ リ で は、中学部群で

の 割合が比較的高 く、 こ れ らの 指導が重要視 さ

れて い る こ とが示唆 され た 。 また、高等部の 自

由記述で は 、 「文字 ・符号」 につ い て 特 に指導

して い な い とい う記述 もあ っ た 。

　 「単語」 の カ テ ゴ リで は、どの 学部群 も 「小

テ ス トを行 う」が最 も割合が 高か っ た 。 そ れ以

外 の 工 夫で は 、 回答 の 順序 に相違が あ っ た が 、

特 に高等部対応群 で は、「実用英語技能検定に

挑戦 させ る」 とい う回答が 7 割を占めて い る こ

と、また 、自由記述で も派生語を指導して い る

と い う記述 がみ られる など教科書 の 範囲を超 え

て 、 英語の 語彙数を増やす こ とが 、中学部群や

高等部非対応群 よ りも重要視され て い る の で は

な い か と考え ら れ る 。

　 「文法」 の カ テ ゴ リで も、高等部対応群は他

の 学部群 との 相違がみ られ た 。 高等部対応群で

は 「身近 な例文で 文法 を説 明する」の 回答割合

が最 も高 く 、 中学 部群 と高等部非対応群で は

「基 本 パ タ ーン を覚 えさせ る」の 割合が 高か っ

た 。 した が っ て 、「文法」 の カ テ ゴ リで は 、

一

般的に は繰 り返 して練習 させ る方法が採 られ て

い るが 、 学年相応 の能力のある生徒に対 して は、

繰 り返 しの 方法と同時に身近 な例文 を用 い る な

ど して、そ の パ ター ン の 応用 も意図 した学習方

法が探られ て い る こ とが 推察され る 。

　 「その 他」 の カテ ゴ リで は、回答の 割合は他

の カテ ゴ リ よ り低か っ たが 、「英文の 中で な じ

み の ない 単語 を説明」、「辞書の 使用」、 「長文は

5WIH に焦点を当て て 読解 させ る」な ど の 工

夫が多 くなされて い た 。

　 4 ．英語指導上の 困難と英語指導経験 との関

　　係

　本研究で は 、 得 られ た資料の 範囲で、指導の

困難 さと指導経験 との 関係 につ い て 検討 した 。

　 「音声」や 「文法」に 関す る指導 につ い て 、

高等部対応 ・
非対応群で は、経験 1 年目の教 員

が 、 2 年以上 の 経験 の 教員 に比 べ て 指導困難 を

感 じ難 い 傾向がみ られた 。 また 、 「文法」の 指

導で は、高等部対応群 を除けば、 1年目か ら継

続 して 困難さが 示 されて お り、中学部か ら高等

部 にか けて学習内容 の 定着が継続 して 困難で あ

る こ と、また、高等部で の 指導内容が 難解に な

る こ となどか ら、 指導経験 を重ねて も困難度が

低 くな らな い とも考えられ る。

　 こ れ らの 結果 、 特 に 、 経験 1年 目の 教員の 指

導困難感が低 い こ と は 、 聴覚障害生徒に対する

指導の 特徴 と も関係 して い る と思われる 。 従来

か ら教育 の場 で言 われて い る よ うに、新任者は

聴覚障害生徒 の学習理解の 状況 を的確に把握す

る こ とが 困難で あ り、 教示 した内容がその まま

理解 されて い る と判断 して し まうの か もしれ な

い 。 指導経験 を経 る につ れ 、 生 徒の 理解困難の

状況 を把握する こ とが で き る よ うに な り、 改 め

て指導の困難さ を感 じる の で は ない だ ろ うか 。

学校 の あ り方に関す る 自由記述 の 回答 の 中に

は、赴任 1 年目に は英語指導に関する研修 など、

聴覚障害生徒 を指導する際に必 要な情報を交換

で きる場所がほ しい とい う意見 もあ り、 新任研

修の ため の機会確保が重要で あるこ とを裏づ け

て い る と思 わ れ る 。
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Difficulties and  corrective  strategies  of teaching English at  schools  for the deaf

Eunha  KIM  and  Akira  YOKKAICHI

  The purpose of  this research  was  to survey  how  English is being taught  to deaf students  and  to in-

vestigate  about  difficulties and  corrective  strategies in teaching English in school  for the deaf A  ques-

tionnaire  was  sent  to 86  English teachers  ofjunior  high department and  65 English teachers  of  high

school  department for the school  for the deaf throughout  Japan and  collected  from 59 and  46 of  those

respectively;  Each remm  rate was  69gt6 and  71%. The results  were  as  fbllows: (a)The number  of  class-

es  with  foreign teachers were  increased: (b)In teaching  English in a  class, sign method  was  mainly

used,  and  oral  method,  writing  conversation  and  so on  were  also  used  simultaneously  as  comrnunica-

tion tools, (c) Among  the five categories  of  teaching contents,  that is, "Speech

 sounds'i, 
"Letters

 and

symbols",  
"Word",

 
'`Grammatical

 items", and  
"Others",

 
`tSpeech

 sounds"  was  evaluated  most  difficult

to teach, and  

"Grammatical

 items" was  fo11owed, (d) In the category  of  
"Grammatical

 items", the

items of  
"Relative

 pronoun", 
t"Participle"

 and  
L"Passive

 forrn'" were  evaluated  especially  difTicult to

teach by the teachers  of  both junior high and  high school  department of  the deaf schools.  As  for the

items with  high difficult scores  in average,  difficulty scores  of  every  teacher  were  varied  widely,

Teachers elaborated  many  teaching  methods  according  with  the ability  of  the students  and  contents  of

learning. Teachers with  1-year experience  seemed  to feel low difficulty in teaching.

Key words:  deaf students,  English teaching,  diffieult to teach, corrective  strategy  in teaching
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